
河川敷地占用許可準則に基づく都市・地域再生等利用区域の指定について 

 

大阪府知事 

 

【都市・地域再生等利用区域の指定】 

大阪府では、公共用物である河川の恒常的かつ適正な利活用を促進するため、河川敷地

占用許可準則（以下、「準則」という。）の改正（平成 23 年 3 月 8 日付け国河政第 135 号

通知）を踏まえ、大阪府における「河川敷地占用許可準則第四章の規定に基づく都市及び

地域の再生等のために利用する施設に係る占用の特例に関する取扱いについて」（平成 23

年 7 月 15 日から施行）に基づき、河川敷地の利用について地域の特性や都市及び地域の

再生等に係るニーズ等を十分に考慮した上で、次のとおり区域を指定する。 

 

１ 都市・地域再生等利用区域 

(1) 指定範囲 

一級河川 西除川の河川区域内で、下記４の図に示す範囲 

 

(2) 狭山池の位置づけ 

狭山池は飛鳥時代に西除川をせき止めて築造されたわが国最古のダム形式のため

池で、飛鳥時代（西暦 616 年頃）の築造以来、様々な歴史上著名な人物が改修にかか

わり、多くの人々の献身的な努力によって現代まで守られてきた。 

わが国の歴史・文化と深い関係性を有する狭山池は、きわめて重要な「生きつづけ

る遺産」であると同時に、大阪狭山市のシンボル、府民・市民のコミュニケーション

拠点としても広く親しまれており、市民ボランティアによる清掃活動やガイドウォー

クなどが毎月開催されている。 

また、2016 年は、狭山池が築造から 1400 年の節目を迎えることを記念し、官民協

働で設立した狭山池築造 1400年記念事業実行委員会により様々な事業を実施した。 

こうした経緯を踏まえ、西除川／狭山池エリアは今後とも、地域住民による熱心な

活動とともに、水辺空間を活かしたにぎわいの創出や地域の活性化が期待される地域

である。 

 

(3) 指定年月日 

平成 29年 3 月 31日 

 

２ 都市・地域再生等占用方針 

都市・地域再生等利用区域において占用の許可を受けることができる施設 

占用施設については、準則第二十二第 3項に掲げる施設のうち、広場、イベント施

設、遊歩道、船着場、前述に掲げる施設と一体となす飲食店、売店、オープンカフェ、

広告板、切符売場、案内所とする。 

 

 



３ 都市・地域再生等利用区域の許可方針及び占用主体 

当該区域については、上記「狭山池の位置づけ」を踏まえて河川敷地の利用を行うも

のとし、占用主体については、準則第二十二第 4項第 1号に掲げる者とする。 

 

４ 区域の範囲 

当該区域の範囲については、西除川狭山池橋上流 100ｍ地点から狭山池北堤までの範

囲とする。 

 

【狭山池エリア】 

 

 

 

 

 

 

狭山池北堤 

狭山池橋上流 100ｍ地点 


